










































る 1月 18日におこなわれた，市建設四七六周年記念行事中におけるセレモニーであろう 5。主催は
リマ市で，リマ市長のスサナ・ビジャラン（当時）は同セレモニーのなかで，「リマは『すべての
血』より成り立っている」（Lima es de “Todas las sangres”）と述べ，ペルーの全体像を描こうとし








一人者でもあるアントニオ・コルネホ＝ポラールが米国で創刊した Revista de Crítica Literaria 





ミー（Academia Peruana de la Lengua）は 2011年 4月に，私立のカトリック大学（Pontificia 
Universidad Católica del Perú）と国立サン・マルコス大学（Universidad Nacional Mayor de San 
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Marcos）はそれぞれ 6月と 7月に，大規模なシンポジウムを主催した 6。カトリック大学はさらに，
アルゲーダスの伝記研究者として知られるカルメン・マリーア・ピニージャを中心に，アルゲー
ダスの作品および遺品等を集めた一大企画展 «Arguedas: Perú infinito» （「アルゲーダス──大いな
るペルー」）を実施し，生誕百周年の一年のあいだ，展示はリマのみならず，アルゲーダスゆかり
の各地を巡回した 7。また，ペルーを代表する社会科学・人文科学の総合シンクタンクである IEP
（Instituto de Estudios Peruanos，ペルー問題研究所）は， «Arguedas, el Perú y las ciencias sociales: 
nuevas lecturas» （「アルゲーダス，ペルーと社会科学──新たな読解」）と題した論文コンクールを







アルゲーダス研究は，代表作である『深い川』（Los ríos profundos, 1958年）等とは明らかに異質


































































































“Yo, quizás –pensó; ya no podía pensar en quechua- puede ser capaz, en su existencia de mí, no 
seré ya forastero en este país tierra donde hemos nacido. Premera vez e premera persona colmi-






















































 1 本稿は，日本ラテンアメリカ学会第 33回定期大会（2012年 6月 2日，中部大学・春日井キャンパス）における口
頭報告「ホセ・マリーア・アルゲーダス研究の現在─生誕百周年を経て」の内容を，Goto 2014の成果も踏まえ
て発展させたものである。
 2 筆者はこの年，早稲田大学より特別研究期間を得て，ペルーの首都リマ市の IEP（Instituto de Estudios Peruanos，
ペルー問題研究所）の客員研究員として滞在する機会に恵まれた。ここに記して感謝する。
 3 歴代の公式名称については，http://www.deperu.com/calendario/listaanhos.php（2015年 11月 11日最終確認［以下，
ネット資料の確認についてはすべて同様］）を参照されたい。
 4 ペルーの地方メディアのネットワークである Enlace Nacional（http://enlacenacional.com/）が公開している公式
映像を参照されたい（https://www.youtube.com/watch?v=FVVgRJuKGmY）。
 5 リマ市が公開している公式映像を参照されたい（https://www.youtube.com/watch?v=kFB8RQ42MDY）。
 6 三つのシンポジウムの成果は，現在すべて刊行されている（Flores Heredia, et al., eds. 2011; Esparza, et al., eds. 
2013; Robles Mendoza, ed. 2011）。
 7 その後ピニージャは，企画展と同タイトルの生誕百周年記念の豪華装丁本を上梓した（Pinilla 2012）。
 8 同セミナーにおいて，筆者は記念講演をする機会をいただいた。Cuenca & Pajuelo 2014は同セミナーの成果である。
 9 そのほか，アルベルト・フローレス＝ガリンドの議論も参照されたい（Flores Galindo 1992）。
 10 ただし，書き継がれた場合にどのようなストーリーを構想していたかは，作品中に断片的に記されている
（Arguedas 1983b: 196–197）。




 13 ムーアには別途，『すべての血』に特化した著書がある（Moore 2003）。『すべての血』を主たるテーマとした業績
としては，その他 Espezúa Salomón 2011を参照されたい。
 14 ペルーの最近の先住民運動・社会運動については，Bebbington, et al. 2011; Flores, et al. 2011; 村上 2009; 岡田 2009; 
Pajuelo 2007を参照されたい。
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